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国国際際開開発発研研究究科科リリレレーー・・エエッッセセイイ２２  

「「世世界界交交通通機機関関事事情情」」  
 

ᒸ⏣ຬ 
 
 いつも᪂しい国や⾤に฿着するとわくわくする。௙஦᯶、ୡ⏺のあࡕこ

の国に◊✲ㄪᰝのために行ってきたが、฿着┤後から⏝஦をධれることࡕ

はあまりなく、たいていは時差ࢣ࣎にᑐᛂしたり、⏕ά手段を確かめたり

するために、༙日㹼1 日くらいの‽備ᮇ間をタける。その間、ᦠᖏ㟁ヰを

౑えるようにしたり、㣗べ≀やỈを確ಖしたり、㠃ㄯ┦手についてண⩦し

たり、ᐙ᪘に↓஦をሗ告したりする。そして、㠃ㄯ先までの移動手段の確

ㄆや、ᣢཧしᛀれたコンࢭント切᭰プラࢢや∎切りをධ手するために⾤に

ฟてみる。 
 このึ日イ࣋ントの中で኱切なことの㸯つは、交通手段についてᏛࡪこ

とである。今では *RRJOH 0DS などのアプリがロー࢝ルバスの⤒路や時้

⾲を教えてくれるし、8EHU を౑えばタクシーのぼったくりに↹わされる

必要もない。けれども、どこでどうやってチࢣットを㈙えばⰋいのか、バ

スは時้⾲通りに᮶るのか、そもそもどのような交通機関はᏑᅾするのか

は、地元の人に聞かないと分からない。もっともຠ⋡のⰋい交通手段は、

㛗くఫんでいる人にしか分からないものである。 
 これまでにゼれた国にはᐇにさまࡊまな交通手段があった。࢝ンࢪ࣎ア

のプࣀンペンではタクシーの後ろにⲴ㤿㌴のྎがついた、いわゆるトࢗク

トࢗクという乗り≀があって、国㝿✵ までそれで行けたりする。࣎リビ

アの⏣⯋のᮧをゼࡡたときは、あまりに交通手段がないので、道を㉮って

くるものを何でもṆめて（安全を確ಖしながら道の┿ん中の᪉にฟてࣈロ

ック）、行き先の近くまで㐃れて行ってくれないか交΅することを⤒㦂し

た。つまりヒッチハイクがࢹフォルトの移動手段だった。そうでもしない

と、↓人のᒣの中で㐼㞴するのである。その⤖ᯝ、じࡷがいもを‶㍕した

኱きなトラックの、まさにそのじࡷがいもの上に立って手すりにつかまっ
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て移動したことがある。これも、ヒッチハイク仲間、地元のおじさんが教

えてくれたことであった。 
 いわゆる途上国では整備されていない交通手段は多いが、ルールでがん

じがらめの日本の交通機関より乗客にフレンドリーでもある。今では減少

しつつあるが、ペルーの首都リマやその辺りの都市にはミクロやコンビと

呼ばれるバスがあって、運転手と運賃回収係が、クラクションを鳴らし、

声を張り上げて乗客を呼び込もうとする。バス停はない。正確にはあるけ

れども気にする必要がない。ルートにある道路脇に立って手をあげていれ

ば、トヨタのハイエースを改造した乗合バスが急ハンドルを切って近寄っ

てくる。運賃回収係はたいてい「ハビエル・プラドォ！ハビエル・プラド

ォ！」といったようにこれから通る主要道路の名前を叫んで、「どうだ、乗

ってみろよ」と誘いをかけてくる。行き先が違うので乗らないのに、もう

あと何回か叫べば説得されて行き先を変えるだろうと信じているかのよ

うに、しつこく呼び込みをかけてきたものである。もし根負けして、（行き

先を変更するのではなく）自分が望む行き先を告げると、「だったら、後か

らくる赤と黒のやつにのれ」といった親切なアドバイスもくれる。降りる

時も、バス停を気にする必要はなく、「あそこのスーパーの前で降りるでぇ」

と（スペイン語で）運転手に叫べば、10m くらいの誤差で降ろしてくれる。

どこで降りるか分からなくても、バスの中で困っていると、周りの乗客が

アドバイスをくれ、中には間違いもあるので議論が収まるのを待っている

と、降りるところを運転手が勘づいて手配してくれる。何とも親切で、目

が見えなくても、耳が聞こえなくても、行き先にたどり着くように助けて

くれることだろう。そして運賃はべらぼうに安かった。 
 一度だけ、自分が乗っているミクロの運賃回収係がいなくなって、運賃

回収係を代わりにやらなくてはならないという夢を見たことがある。通り

を歩いている人を呼び込み、客の乗り降りを把握し、運賃を回収し、適切

な運賃を取り立てるために誰がどこで乗ってどこまで行くのかをだいた

い覚えている必要があった。アドレナリン全開のハードワークで、バスが

どのあたりを通るのか、ルート沿いに何があるかも把握していなければな

らない。起きた時、汗をびっしょりとかいていたから、それはまさに悪夢
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だった。それでもᙼら、ᙼዪらの⤥ᩱはきっと㦫く࡯どపいだろう。 
 ཤᖺ、コロンビアのࢦ࣎タ市で、トランスミレ࢜ࢽという市ෆ交通のᇶ

ᖿバスに乗った。シス࣒ࢸは mDQDFD のような ,& ードを㈙って஦前に࢝

チࣕーࢪし、乗る時に運転手のᶓか、もしくは኱きな㥐の改ᮐでࣆッとタ

ッチして⢭⟬する௙⤌みのようだった。⚾は、⁫ᅾが � 日間くらいだった

ので ,& &,、に乗る手段をᶍ⣴した。኱きめの㥐に行ってࡎードを㈙わ࢝
んに、どうしたらࡷࡕードをⓎๆする኎りሙのお඗࢝ ,& ードなしで乗࢝

れるかをᑜࡡると「コラ࣎ラールしろ」とのこと。はて、それはどういう

ことかとᛮったら、後ろに୪んでいたዪᛶに一声かけて、その赤の௚人の

,& 、した後、その人についていけという。要はࢪードに⚾のお㔠でチࣕー࢝

その人の ,& ードに乗㌴࢝ 1 回分の㈝⏝を㏣ຍでチࣕーࢪして、その人の

,& ードで࢝ � 度タッチするということであった。 
 さて、行きはそれで何とかなったが、ᖐりがၥ㢟であった。ᖐりは㥐で

はなくバス停だったので、኎りሙはない。㐣ཤにはᭀຊ஦௳も多Ⓨしたコ

ロンビアの首都で、時้⾲通りには᮶ないバスを待ࡕながら、一⥴にྠじ

バス停から乗㌴してくれる人がいるという㏣ຍ᮲௳を‶たすという、ึ日

にしては㧗㞴᫆度のイ࣋ントであった。日もᬽれてᬯくなりつつあり、乗

り᥮えなしでࢸ࣍ルにᡠれるバスは本ᩘが少ない。ようやく目ᙜてのバス

がきて、ⱝいᏛ⏕㢼の人が乗り込もうとする時に、その人に「コラ࣎ラー

ルしてくれまࡏんか」と≀ஒいのように᧿り寄って᠓㢪するというコント

を₇じた。ところが、その人はⱞ⹸をჶみ₽した㢦で「いえ、できまࡏん」

という。こうなっては後が↓いので、運転手と交΅である。� 日しか⁫ᅾ

しないから ,& んという⚾ⓗ஦᝟を説᫂しつつ、代᭰手ࡏードを㈙えま࢝

段が↓いかをᑜࡡてみた。⏕きṧりをかけて、切⩚ワまっていた。すると

運転手は、㌴ෆᨺ㏦のスイッチをධれ、「困っている人がいまーす」と乗客

に声をかけた。1 人のዪᛶがバスの後ろの᪉からやってきて、自分の ,& ࢝

ードでࣆッとᨭᡶいを῭まࡏると、何㣗わࡠ㢦で自分のᖍにᡠっていた。

⚾の乗㌴分とᛮわれる⣬ᖯをΏそうとしても「ഹかだからいらないよ」と

いう。⤖ᒁ、ཷけ取ってくれなかった。あとで཭人にヰしたところ、ᐇ㝿

に運賃はపいし、እ国人にはⓙが親切なഴྥにあるそうだ。それでも、こ
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の⾤についてⰋい༳㇟をᣢった。 
 ༡⡿だからか、途上国だからか、人ࠎはとてもඃしい。シス࣒ࢸがあま

り౽฼で↓いため、お஫いにὀពし、助け合うことがᙜたり前かもしれな

い。時้⾲通りに᮶ることはወ㊧なので、バス停では௚の᪑行⪅と✚ᴟⓗ

に఍ヰして、そもそも今日は本ᙜにバスが᮶るのかどうかを確かめること

もよくある。♫交は⏕きᢤく⾡である。日本のシス࣒ࢸとẚべると、いろ

いろと⪃えさࡏられる。日本にᡠると、道を行く人ࠎに急に声をかけづら

くなる。௨前、ஂしࡪりに༡⡿からᖐ国した㝿、日本の✵ からのリࢪ࣒

ンバスに乗る前に時้⾲通りに運行されているか、周りにいる人にᑜࡡた

くなった。もしᑜࡡたら、少し᛹ゲな㢦をされて、୙ᑂ⪅ᢅいされたかも

しれない。その後バスの運転手さんに、「停␃ᡤの途中で降ろしてもらえる

と一␒自Ꮿから近いので、一▐だけ停㌴してもらえまࡏんか」とお㢪いし

たところ、そういったことはできまࡏんとすげもなく᩿られた。そんな要

望にᛂえていれば、時้⾲通りの運行は㞴しいだろうし、㈐௵ၥ㢟もある

だろう。どことなくᐢしくឤじた。 
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い「
も
う
一
つ
の
働
き
方
」が
必

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
地

域
内
経
済
循
環
に
か
か
わ
る
こ

と
で
あ
る
と
考
え
た
。�

二
つ
は
、
課
題
に
真
剣
に
向

き
合
う
人
の
パ
ワ
ー
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
か
つ
て
組
織
労
働

者
が
担
っ
た
民
主
的
な
社
会
を

つ
く
る
力
は
、
今
は
切
実
な
課

題
を
か
か
え
た
当
事
者
組
織
に

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

困
難
を
か
か
え
た
人
た
ち
は
、

か
つ
て
は
社
会
に
向
か
っ
て
主

張
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
が
、

今
日
で
は
声
を
あ
げ
、
そ
れ
は

高
い
説
得
力
を
も
っ
て
い
る
。

ま
た
、
協
同
組
合
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

も
、
自
分
た
ち
の
思
い
を
仕
事

に
し
て
そ
れ
を
守
り
発
展
さ
せ

て
い
く
力
強
さ
を
感
じ
て
き
た
。�

三
つ
は
、
公
務
労
働
者
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
ど
の
よ
う
に
生
ま

れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

多
く
の
自
治
体
で
「
住
民
と
行

政
の
協
働
」
が
唱
え
ら
れ
て
い

る
が
、現
実
に
は
、行
政
が
住
民

を
動
員
し
よ
う
と
し
、
住
民
が

行
政
を
批
判
す
る
悪
循
環
が
起

き
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
住
民
の
自
由
な

話
し
合
い
と
学
習
か
ら
見
え
て

き
た
こ
と
を
公
務
労
働
者
の
力

で
実
現
可
能
な
も
の
に
し
、
そ

こ
か
ら
次
の
こ
と
を
住
民
が
考

え
公
務
労
働
者
が
実
現
可
能
な

も
の
に
す
る
と
い
う
循
環
の
中

で
、
公
務
労
働
者
が
い
い
仕
事

を
し
て
い
る
実
感
を
も
て
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。�

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
中
で
活

躍
す
る
人
材
も
必
要
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
と
は
違
う
地
域
経
済

や
働
き
方
を
認
め
る
こ
と
で
、

困
難
を
か
か
え
た
人
も
社
会
に

参
加
し
な
が
ら
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
な
い
か
。
切
実
な
課
題

を
か
か
え
る
当
事
者
や
良
心
的

な
仕
事
を
展
開
し
て
い
る
協
同

組
合
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
発
言
力
を
高

め
る
こ
と
で
、
世
論
を
つ
く
っ

て
い
け
な
い
か
。そ
し
て
、こ
の

こ
と
を
受
け
と
め
る
中
で
、
公

務
労
働
者
が
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。
組
織
労

働
者
の
社
会
運
動
の
力
が
低
下

す
る
中
で
、
教
育
福
祉
と
教
育

権
保
障
を
こ
の
よ
う
に
す
す
め

る
こ
と
を
考
え
て
き
た
。�

�
�

�

＊�

こ
の
よ
う
な
私
の
考
え
は
、

進
学
問
題
は
教
育
福
祉
と
教
育

権
保
障
の
一
つ
の
課
題
で
は
あ

る
が
、
そ
こ
に
焦
点
化
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
と
こ

ろ
が
、最
近
、障
害
の
あ
る
人
の

進
学
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上

げ
て
教
育
権
保
障
を
め
ざ
す
取

り
組
み
に
出
会
っ
た
。
そ
れ
は
、

高
校
や
大
学
に
特
別
な
理
由
で

設
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
専
攻

科
」を
設
置
し
て
、二
〇
歳
ま
で

学
べ
る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
。
特
別
支
援
学
校
で
の

専
攻
科
の
設
置
は
私
立
や
無
認

可
の
学
校
が
中
心
で
数
も
少
な

い
が
、近
年
、福
祉
事
業
所
の
生

活
介
護
を
「
福
祉
事
業
所
型
専

攻
科
」
と
称
し
て
、
学
習
・
文
化

活
動
を
中
心
に
し
た
取
り
組
み

に
す
る
こ
と
が
広
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、無
認
可
で
は
あ
る
が
、発

達
・
知
的
障
害
の
あ
る
人
の
た

め
の
全
日
制
四
年
制
の
大
学
も

誕
生
し
て
い
る
。�

こ
の
よ
う
な
進
学
問
題
を
在

学
期
間
の
延
長
と
い
う
か
た
ち

で
取
り
組
む
教
育
権
保
障
の
動

き
が
あ
る
こ
と
に
驚
い
て
い
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
大
学
に
進

学
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
聴

覚
障
害
や
視
覚
障
害
の
あ
る
人
、

重
度
の
身
体
障
害
の
あ
る
人
を

中
心
に
受
け
入
れ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
大
学
を

つ
く
る
こ
と
へ
の
参
加
を
依
頼

さ
れ
た
。
こ
の
大
学
の
設
置
が

認
可
さ
れ
た
ら
、
い
よ
い
よ
障

害
の
あ
る
人
を
中
心
に
し
た
正

規
の
大
学
が
生
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
。�

視
野
を
広
げ
て
教
育
福
祉
と

教
育
権
保
障
を
考
え
て
き
た
私

が
、
在
学
期
間
延
長
に
焦
点
化

し
た
取
り
組
み
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
て
驚
い
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
往
復
し
な

が
ら
、
教
育
福
祉
と
教
育
権
保

障
に
か
か
わ
っ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
る
。�
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こ
の
リ
Ϫ
ー
・
エ
ỿ
ι
イ
が

教
育
発
達
科
学
ݜ
ڂ
科
に
յ
っ

て
き
た
一
յ
໪
に
、
੶
Ҭ
୕
ࣉ

઎
生
が
「
ࢢ
ど
も
の
権
ཤ
と
ଜ

ݭ
」
に
つ
い
て
ॽ
か
れ
て
い
る

の
で
、
今
յ
は
そ
れ
を
受
け
て
、

「
教
育
福
祉
と
教
育
権
保
障
」

を
め
͛
っ
て
、社
会
教
育
・
生
֖

学
習
の
立
৖
か
ら
考
え
て
き
た

こ
と
を
ॽ
い
て
み
た
い
。�

�

「
教
育
福
祉
」と
は
教
育
と
福

祉
が
࿊
ܠ
し
て
す
べ
て
の
ࢢ
ど

も
・
ऑ
者
の
߀
せ
を
ٽ
め
る
も

の
で
あ
る
。
当
た
り
઴
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
教
育
は
ࢢ
ど

も
の
生
活
が
҈
ఈ
し
て
い
る
こ

と
を
઴
఑
に
Պ
ఋ
学
習
を
ٽ
め
、

福
祉
は
ࢢ
ど
も
の
進
学
に
つ
い

て
制
ݸ
を
設
け
て
き
た
。
そ
の

た
め
に
、ස
困
や
障
害
、ࠫ
別
と

い
っ
た
課
題
を
か
か
え
て
い
る

ࢢ
ど
も
の
教
育
権
が
ॉ
分
に
保

障
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。�

そ
の
一
方
で
、
特
別
な
困
難

を
か
か
え
て
い
な
い
ࢢ
ど
も
も

গ
པ
の
҈
ఈ
し
た
生
活
の
た
め

に
、
ڟ
૬
主
ٝ
的
な
教
育
に
ת

き
ࠒ
ま
れ
て
、
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
を
૏
ま
れ
て
き
た
。

困
難
を
か
か
え
た
ࢢ
ど
も
の
教

育
権
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
教

育
福
祉
は
、
こ
の
よ
う
な
主
ླྀ

の
教
育
؏
を
૮
ଲ
化
す
る
ༀ
ׄ

を
Վ
た
す
こ
と
も
期
ଶ
さ
れ
る
。�

�

教
育
福
祉
を
ຌ
֪
的
に
఑
唱

し
た
の
は
私
の
Ժ
ࢥ
の
ঘ
ઔ
ཤ

෋
઎
生
で
あ
る
。
ঘ
ઔ
઎
生
は

ऑ
い
ࠔ
໌
ݻ
Բ
大
学
に
ঁ
घ
と

し
て
在
੸
し
た
ޛ
、
౨
ښ
の
日

ຌ
社
会
事
業
大
学
に
఺
出
し
、

࠸
;
໌
ݻ
Բ
大
学
の
教
員
と
な

っ
て
ఈ
年
ま
で
ۊ
め
ら
れ
た
。

高
度
経
済
੔
長
期
に
社
会
福
祉

学
෨
に
ۊ
め
た
こ
と
か
ら
、
౐

ࢤ
の
ස
困
地
ଵ
や
ڕ
ଞ
の
ස
困

問
題
に
஭
໪
す
る
と
と
も
に
、

中
ଖ
で
ॄ
஄
म
৮
し
た
ऑ
者
の

自
ހ
ܙ
੔
と
ۊ
労
੪
年
教
育
に

ؖ
心
を
ر
せ
ら
れ
た
。ま
た
、໌

ݻ
Բ
で
は
ࣉ
ಒ
཈
護
ࢬ
設
で
฽

ら
す
ࢢ
ど
も
の
高
校
進
学
ི
が

低
い
こ
と
を
ր
વ
す
る
運
動
に

ࢬ
設
৮
員
と
と
も
に
取
り
組
み
、

進
࿑
保
障
と
い
う
؏
点
か
ら
教

৮
員
組
合
と
も
か
か
わ
り
を
も

た
れ
た
。�

�
�

�

＊�

こ
の
よ
う
に
、
教
育
福
祉
は

高
校
進
学
に
ে
௅
的
に
あ
ら
わ

れ
る
ࢢ
ど
も
・
ऑ
者
の
教
育
権

の
問
題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
、

そ
の
支
援
の
実
ભ
や
ր
વ
を
ٽ

め
る
運
動
は
、
労
働
組
合
や
৮

能
஄
体
が
担
っ
て
き
た
。
し
か

し
そ
の
ޛ
、
高
校
進
学
ི
は
上

ত
し
て
教
育
権
が
保
障
さ
れ
た

よ
う
に
思
わ
れ
、
࢔
さ
れ
た
課

題
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ͥ
、

労
働
組
合
の
活
動
は
ਲ
ୂ
し
、

ࢢ
ど
も
に
か
か
わ
る
৮
員
が
自

主
的
な
学
習
会
に
取
り
組
む
こ

と
も
少
な
く
な
っ
た
。ま
た
、行

政
ր
ַ
や
自
治
体
ր
ַ
に
よ
っ

て
、
公
務
労
働
者
の
ࡡ
ݰ
や
ළ

ൡ
な
ҡ
動
が
行
わ
れ
、
৮
員
が

専
໵
੓
を
ܙ
੔
し
て
য়
ڱ
を
ր

વ
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
。そ
し
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
な

経
済
ڟ
૬
の
中
で
生
き
࢔
る
こ

と
が
日
ຌ
社
会
の
課
題
と
さ
れ
、

ޑ
༽
の
ླྀ
動
化
が
す
す
み
、
人

;
と
の
間
に
֪
ࠫ
と
分
இ
が
起

き
て
い
る
。�

�

こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
は
教

育
福
祉
と
教
育
権
保
障
を
ど
こ

に
依
ڎ
し
て
す
す
め
れ
ͻ
い
い

の
か
を
考
え
、
地
域
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
実
ભ
か
ら
ࣖ
ࠨ
を

え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
か
か

わ
わ
る
ݜ
ڂ
か
ら
学
;
、
次
の

三
つ
の
こ
と
を
考
え
て
き
た
。�

�

一
つ
は
、
経
済
や
働
き
方
を

多
ݫ
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大

学
Ӆ
生
の
࣎
に
内
発
的
発
展
論

と
い
う
考
え
方
を
知
り
、
ࣝ
ࣉ

ౣ
や
高
知
の
大
学
に
ۊ
め
た
࣎

に
は
、
地
域
内
経
済
循
環
を
ݜ

ڂ
し
て
い
る
人
に
出
会
っ
た
。

ま
た
、
౨
ښ
の
大
学
に
ۊ
め
て

い
た
࣎
に
、
ऑ
者
支
援
の
取
り

組
み
の
中
で
、
҈
心
で
き
る
ڋ

৖
所
か
ら
社
会
参
加
に
す
す
む

た
め
に
、
ڟ
૬
主
ٝ
的
で
は
な

教教
育育
発発
達達
科科
学学
研研
究究
科科
リリ
レレ
ーー
・・
エエ
ッッ
セセ
イイ
２２��

生生
涯涯
学学
習習
かか
らら
教教
育育
福福
祉祉
とと
教教
育育
権権
保保
障障
をを
考考
ええ
るる��

辻�
�

浩�
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生協職員紹介 第38回 南部地区専務補佐
犬飼 文崇

名大グッズ紹介 第38回
名名大大ちちょょううちちんんママググネネッットト

税込490円

■自己紹介
愛知県稲沢市出身。
愛知県内の大学を卒業後、2005年4月に名
古屋大学生協へ入協し現在18年目。南部地
区の専務補佐をしております犬飼です。
北部書籍1年→ブックスフロンテ2年→北部購
買13年→南部地区2年目です。入協から名古
屋大学でお世話になっております。

■どんな仕事を？
現在は専務補佐という立場で、主に南部地区
の販売系を中心にマネジメントをしています。
また、新学期の教材や講座等、新入生が不安
無く4年間をスタートできるよう、学生スタッ
フとも協力しながら取り組んでいます。
北部購買の時は、研究室訪問が主な業務でし
たので、私の顔をご存じの方がいると嬉しい
です。

■趣味・休日の過ごし方
旅が好きで、車やバイクでいつもどこかに行っ
ています。昨年日本3週を達成し、4週目に突
入。旅のルールはコンビニ禁止！その土地の
ローカルスーパーや道の駅を活用しながら楽
しんでいます。高速もほとんど使いません。
フェリーは使います。楽しいですよ(笑)

■読者の皆さんへひとこと
大学教職員/学生のみなさんのキャンパスライ
フで、大学生協があって良かったと思ってい
いただけるよう、に寄り添いながら日々の業
務に取り組んで行きたいと思います。我々の
発信不足もありますが、生協って思いのほか
色々なことができます。
ぜひ、お近くの生協職員へお声がけください。

〇南部購買 
⼤学内線:7549 外線:052-781-1112 
※営業時間については⽣協ホームページ
にて ご確認ください。
h-ps://www.nucoop.jp/ 

⼿のひらサイズで提灯の後ろ側にマグネットが
付いています。外国への⼿⼟産、お⼟産にいか
がでしょうか。
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Ｎ ｏ . ３ ６ ６
２ ０ ２ ４ 年 ３ ・ ４ 月 号

今回も漢字クイズをご用意しました。
以下のクイズが解けたら、左上のQRコードからご応募ください。
パソコンからご応募の方は
http://kyoshoku.coop.nagoya-u.ac.jp/kakehashi/answer.html
もしくは「かけはし クイズ回答」のキーワードで検索すると上記ページにアクセスでき
ますのでご応募ください。
クイズの解けなかった方はご意見ご感想だけでも結構です。
お待ちしています！
（なお、今回から賞品を図書カードから「生協電子マネー（Meica）500円分」に変更
させていただきます。）

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖

３
６
5
号
の
正
解
者

応
募
総
数

1
５
名

正
解
者
数

1
５
名

当
選
者
�
敬
称
略
�

吉
原

嘉
子
�
未
来
材
料
・
シ
ス
テ
ム
研
究
所
�

森

彰
吾
�
学
際
統
合
物
質
科
学
研
究
機
構
�

松
川

遥
�
理
学
研
究
科
�

山
川

藍
�
総
務
課
図
書
係
�

山
形

英
郎
�
国
際
開
発
研
究
科
�

当当
選選
者者
のの
方方
はは
はは
おお
手手
数数
でで
すす
がが
��
東東

山山
地地
区区
��
北北
部部
生生
協協
組組
合合
員員
ココ
��
ナナ
��
��
��

鶴鶴
舞舞
地地
区区
��
医医
学学
部部
書書
籍籍
��
��
大大
幸幸
地地
区区

��
大大
幸幸
購購
買買
��
まま
でで
図図
書書
カカ
��
ドド
をを
受受
けけ

取取
りり
にに
おお
越越
しし
くく
だだ
ささ
いい
��

申申
しし
訳訳
ああ
りり
まま
せせ
んん
がが
��
営営
業業
時時
間間
中中
にに

おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま
すす
��

応応

募募

要要

項項

○
締
切
は
３
⽉
３
１
⽇

︵
正
解
発
表
は
３
６
７
号
︶

○
応
募
は
左
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
�
ド
か
ら

○
ク
イ
ズ
正
解
者
・
ご
意
⾒
や
ご
感

想
の
記
⼊
者
︵
い
ず
れ
も
⽣
協
加

⼊
者

但
し
︑
当
選
後
の
ご
加
⼊

も
可
︶
の
中
か
ら
︑
抽
選
で
５
名

の
⽅
に
⽣
協
電
⼦
マ
ネ
�
５
０
０

円
分
を
お
贈
り
し
ま
す
︒

○
⽣
協
へ
の
ご
意
⾒
・
ご
要
望
を
ど

し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
︒

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖

365号の解答： 学食

中央の①と②に漢字を⼊れて、⽮印の⽅向に読んで⼆字熟語をそれぞ
れ４つずつ作ろう。さらに、その①と②とを並べて⼆字熟語を完成さ
せよう。それがクイズの答えです。（ヒント：３⽉３⽇は…）

答え：①②

季 俳
↓ ↓

関→①→約 ⽂→②→点
↓ ↓
制 会



︻
オ
デ
︼ 

︵
編
２
︶開
発
援
助
に
関
す
る
記
事
を
お

読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
︒皆
様
の
考
え
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま

し
た
ら
︑筆
者
の
⽅
に
伝
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
︒ 

  

★
新
し
い
⽣
協
に
⾏
�
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
︒︻
匿
名
︼ 

︵
編
︶
ぜ
ひ
⾏
�
て
み
て
く
だ
さ
い
︒
購

買
の
脇
に
は
カ
レ
�
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

も
あ
り
ま
す
よ
︒ 

★
⽣
協
の
オ
ス
ス
メ
メ
ニ
�
�
を
教
え

て
ほ
し
い
で
す
︒︻
匿
名
︼ 

★
学
⾷
の
お
す
す
め
レ
シ
ピ(

簡
単
に
作

れ
る
も
の)

︻
匿
名
︼ 

︵
編
︶
お
す
す
め
メ
ニ
�
�
コ
�
ナ
�
︑

採
⽤
し
ま
す
！ 

★
改
善
要
望
で
す
︒ 

﹁
か
け
は
し
﹂が
届
く
時
と
届
か
な
い
時

が
あ
り
ま
す
︒ 

猫
の
話
題
以
外
に
も
気
楽
に
読
め
る
ペ

�
ジ
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
︒

(

猫
ば
か
り
で
お
腹
い
�
ぱ
い) 

横
書
き
だ
�
た
り
縦
書
き
だ
�
た
り
︑フ

�
ン
ト
も
書
式
も
バ
ラ
バ
ラ
で
誌
⾯
が

⾒
に
く
い
で
す
︒︻
匿
名
︼ 

︵
編
︶﹁
か
け
は
し
﹂
は
現
在
年
５
回
の

発
⾏
と
な
�
て
お
り
ま
し
て
︑発
⾏
さ
れ

な
い
⽉
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く

だ
さ
い
︒ 

 
内
容
に
つ
き
ま
し
て
︑前
号
は
特
に
猫

だ
ら
け
に
な
�
て
し
ま
い
ま
し
た
︒現
在

の
体
制
で
は
﹁
発
⾏
す
る
こ
と
﹂
を
最
優

先
と
考
え
て
お
り
︑記
事
の
内
容
の
バ
ラ

ン
ス
や
フ
�
ン
ト
の
統
⼀
ま
で
は
ご
容

赦
く
だ
さ
い
︒ 

 
も
し
ご
覧
の
皆
様
の
中
で
︑フ
�
ン
ト

の
統
⼀
や
内
容
の
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
を

﹁
や
�
て
み
た
い
﹂と
い
う
⽅
い
ら
�
し

�
い
ま
し
た
ら
︑ぜ
ひ
編
集
部
に
加
わ
�

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？ 

 
巻
末
の
Ｑ
Ｒ
コ
�
ド
の
ク
イ
ズ
回
答

送
信
コ
�
ナ
�
か
ら
ご
連
絡
を
お
ま
ち

い
た
し
て
お
り
ま
す
︒ 

★
事
務
職
員
が
仕
事
の
や
り
が
い
を
語

る
コ
ラ
ム
を
読
ん
で
み
た
い
で
す
︒ 

︻
ご
ん
ご
ふ
︼ 

︵
編
︶良
い
で
す
ね
！
 

誰
か
原
稿
を
書

い
て
く
れ
る
⽅
の
⼼
当
た
り
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
 

私
の
⽅
で
も
記
事
を
書
い

て
く
だ
さ
る
⽅
を
探
し
て
み
ま
す
︒ 

★
ブ
�
ク
ス
フ
ロ
ン
テ
の
営
業
時
間
が

試
験
的
に
伸
ば
し
て
い
た
だ
け
て
い
て
︑

と
て
も
利
⽤
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
︒ 

研
究
に
必
要
な
書
籍
も
︑個
⼈
的
な
趣
味

の
本
も
買
い
求
め
や
す
く
な
�
た
の
で

助
か
�
て
い
ま
す
︒︻
ま
つ
か
︼ 

︵
編
︶そ
の
お
⾔
葉
は
嬉
し
い
！
！
 

⼯

夫
が
誰
か
の
役
に
⽴
つ
の
は
︑私
が
し
た

⼯
夫
で
は
な
い
も
の
の
な
ん
だ
か
嬉
し

い
で
す
︒ 

★
１
年
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
︑病
気

で
休
職
し
て
い
る
間
に
⽣
協
の
ア
プ
リ

が
で
き
て
い
て
驚
き
ま
し
た
︒年
内
に
⼿

続
き
を
し
な
い
と
ポ
イ
ン
ト
移
⾏
が
で

き
な
く
な
る
ら
し
い
︑と
た
ま
た
ま
店
頭

で
聞
い
た
同
僚
の
⽅
が
教
え
て
く
れ
て
︑

⾃
宅
か
ら
な
ん
と
か
ギ
リ
ギ
リ
に
ネ
�

ト
で
登
録
で
き
て
助
か
り
ま
し
た
︒あ
の

時
は
焦
り
ま
し
た
︒︻
ぺ
⼦
ち
�
ん
︼ 

︵
編
︶体
調
は
回
復
さ
れ
ま
し
た
か
？
メ

イ
カ
ア
プ
リ
の
登
録
も
ぎ
り
ぎ
り
間
に

合
�
た
よ
う
で
安
⼼
し
ま
し
た
︒あ
れ
難

し
か
�
た
で
す
よ
ね
？ 

★
書
籍
１
５
％
オ
フ
は
あ
り
が
た
い
の

で
す
が
欲
し
い
本
が
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
︑そ
の
⽇
に
⽀
払
え
ば
１
５
％
オ
フ

に
な
る
と
助
か
り
ま
す
︒ 

︻
花
中
島
マ
サ
ル
︼ 

︵
編
︶た
い
へ
ん
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
︑

書
籍
１
５
％
オ
フ
の
⽇
は
在
庫
の
み
が

対
象
と
な
�
て
お
り
ま
す
︒今
後
割
引
対

象
が
変
更
と
な
る
場
合
は
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
︒ 

★
今
号
も
ネ
コ
た
ち
へ
の
思
い
が
詰
ま

�
た
記
事
が
多
く
︑
涙
が
出
ま
し
た
︒ 

︻
⽬
よ
り
上
の
ハ
チ
ワ
レ
︼ 

︵
編
２
︶記
事
を
読
ん
で
涙
を
流
し
て
く

だ
さ
る
な
ん
て
有
り
難
い
で
す
︒ 

 

 

読
者
の
皆
様
か
ら
の
﹁
か
け
は

し
﹂
へ
の
ご
感
想
な
ら
び
に
⽣
協
に

対
す
る
ご
意
⾒
沢
⼭
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒ 

今
回
は
巻
末
に
漢
字
ク
イ
ズ
を
ご

⽤
意
い
た
し
ま
し
た
︒
解
け
た
⽅
も

解
け
な
か
�
た
⽅
も
︑
巻
末
の
ク
イ

ズ
の
ペ
�
ジ
左
上
に
付
い
て
い
る
Ｑ

Ｒ
コ
�
ド
か
ら
ご
意
⾒
ご
感
想
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
︒ 

パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
場

合
は
﹁
か
け
は
し
 

ク
イ
ズ
回
答
﹂

の
キ
�
ワ
�
ド
で
検
索
し
て
い
た
だ

け
ま
す
と
ク
イ
ズ
応
募
フ
�
�
ム
の

ペ
�
ジ
に
⾏
く
こ
と
が
で
き
ま
す
︒ 

ご
応
募
の
際
︑﹁
か
け
は
し
﹂
の
感

想
︑
⽣
協
へ
の
ご
意
⾒
な
ど
︑
な
ん

で
も
結
構
で
す
の
で
お
書
き
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
�
て
い
ま
す
︒ 

-  10 -

      

★
︵
前
�
号
の
�
ĝ
︶
詰
þ
¢
カ
ン
Z
ン

で
し
た
︒︻
ム
ラ
Z
\
︼ 

︵
編
２
︶今
回
は
�
é
ク
イ
ズ
を
¹
Ú
し

ま
し
た
が
︑今
後
も
ţ
Ķ
¡
で
詰
め
þ
¢

を
¹
Ú
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒ 

★
研
究
の
合
間
の
休
¸
時
間
で
�
く
こ

と
に
し
て
い
る
の
で
す
が
︑な
か
な
か
ơ

が
�
け
!
︑そ
の
後
の
研
究
中
も
Ƣ
�
き

に
頭
を
ê
�
て
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

�
！
で
も
と
�
て
も
楽
し
い
�
！ 

︻
が
ん
ば
E
�
O
テ
ư
︼ 

︵
編
︶
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
�
い

て
い
る
と
き
の
Œ
中
し
た
様
⼦
が
お
ű

り
か
ら
�
�
ら
れ
︑こ
ち
ら
も
か
け
は
し

編
集
の
楽
し
み
に
な
�
て
い
ま
す
！ 

★
﹁
⼦
,
も
の
½
利
と
ĥ
Â
に
つ
い
て
﹂

と
い
う
テ
�
マ
に
°
味
を
ê
�
た
の
で

Ŗ
読
し
ま
し
た
︒⼦
,
も
の
½
利
が
ĉ
�

さ
れ
て
い
る
場
合
に
©
Ø
す
る
制
Ľ
が

�
Ʈ
う
6
ん
で
な
い
と
い
う
ĺ
に
¬
�

し
ま
し
た
︒︻
匿
名
︼ 

︵
編
︶新
連
Ú
に
さ
�
そ
く
Ś
±
が
あ
�

て
嬉
し
い
で
す
︒今
後
と
も
ご
y
読
く
だ

さ
い
︒ 

★
�
ų
フ
�
�
ム
に
﹁
詰
þ
¢
の
答
え
﹂

と
な
�
て
い
ま
す
が
ク
イ
ズ
の
回
答
を

Ő
ƚ
し
て
よ
E
し
か
�
た
で
し
Ư
う
か
︒ 

︻
匿
名
︼ 

︵
編
︶
ţ
⼿
Û
で
︑
回
答
ƒ
の
更
新
が
で

き
て
お
ら
!
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
︒
回
答
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒ 

★
い
つ
も
ネ
コ
の
記
事
を
楽
し
く
読
ん

で
お
り
ま
す
︒新
た
な
記
事
を
¡
ĩ
し
て

お
り
ま
す
︒
よ
E
し
く
お
�
い
し
ま
す
︒ 

︵
編
︶
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
ネ
コ

様
は
ź
⽇
�
か
ネ
Z
を
Ɖ
え
て
く
だ
さ

る
の
で
き
�
と
Ī
ă
夫
で
す
︒ 

★
Ÿ
Ù
に
関
す
る
L
�
Y
イ
が
︑年
ß
の

Ī
ĳ
Đ
の
ニ
�
�
ス
と
も
ğ
ま
�
て
︑⼼

に
±
い
た
︒︻
ご
ん
ご
ふ
︼ 

︵
編
︶ñ
は
ï
筆
者
の
⽅
か
ら
は


⽉
に

い
た
だ
い
た
原
稿
で
し
た
︒私
の
ţ
⼿
Û

で
�
⽉
ま
で
そ
の
こ
と
に
気
が
Ť
か
!
︑

»
´
前
号
の
¹
Ú
と
な
�
た
の
で
す
が
︑

ま
さ
か
こ
ん
な
Z
イ
o
ン
R
に
な
る
と

は
思
�
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
︒ 

 
こ
の
場
を
お
õ
り
し
て
︑Ŕ
登
ř
島
ĳ

Đ
で
Ŝ
Ù
さ
れ
た
皆
様
に
お
⾒
Ŧ
い
申

し
上
�
ま
す
︒ 

★
ä
⾯
の
う
ち
猫
関
¶
の
記
事
の
割
合

が
ġ
え
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
︵
い
い
·
Ê
だ
と
思
い
ま
す
︶︒ 

︻
匿
名
︼ 

︵
編
︶
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
今
後

も
か
け
は
し
を
開
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
誌
⾯
作
り
に
Ɯ
み
ま
す
︒ 

★
な
ご
ね
こ
だ
よ
り
が
ほ
�
こ
り
し
た
︒ 

猫
Ë
き
な
の
で
か
わ
い
ら
し
い
猫
が
⾒

ら
れ
る
と
う
れ
し
い
︒名
Æ
�
Ī
の
中
で

も
ď
µ
に
そ
ん
な
サ
�
ク
ル
が
あ
る
の

だ
と
知
�
た
︒︻
ま
つ
か
︼ 

︵
編
︶ま
つ
か
さ
ん
に
Ĥ
在
を
知
�
て
い

た
だ
け
た
こ
と
が
な
ご
ね
こ
ű
り
¹
Ú

の
Ĕ
�
で
す
︒今
後
と
も
な
ご
ね
こ
と
か

け
は
し
を
よ
E
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
︒ 

★
﹁
な
ご
ね
こ
ű
り
﹂
を
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
︒サ
f
ち
�
ん
に
安
ù
の

ĳ
が
⾒
つ
か
り
ま
す
よ
う
に
︒ 

︻
ぺ
⼦
ち
�
ん
︼ 

︵
編
︶サ
f
ち
�
ん
Ž
だ
⾏
き
先
º
ま
ら

な
い
ん
で
す�

�

,
な
た
か
お
ら
れ
ま

し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
︒ 

★
前
号
の
�
答
ƒ
が
な
い
の
で
︑
答
え

�

学
⾷�

は
こ
こ
に
書
き
ま
す
︒�
é
の
ク

イ
ズ
を
£
宅
し
て
�
い
て
い
た
ら
︑中
学

⽣
の
ſ
が
横
か
ら
ŕ
い
て
Ɛ
て�

な
ん
�

�
こ
り
�
！
難
し
い
ね
︑
|
外
と�

と
⾔

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
︒簡
単
な
ŭ
é
ば

か
り
あ
る
の
に
︑こ
ん
な
Ĝ
合
せ
は
な
い

は
!
と
︑Ē
学
の
Ų
®
の
⾯
ľ
を
⾒
な
が

ら
︑
Ŋ
ě
ふ
と
思
い
Ť
き
ま
し
た
︒
さ
す

が
名
Ī
︒
頭
の
体
Ğ
に
な
り
ま
し
た
︒ 

︻
Z
�
チ
�
︼ 

︵
編
︶Ď
⼦
で
ク
イ
ズ
に
Œ
中
し
て
い
た

だ
い
た
様
⼦
が
う
か
が
え
︑私
た
ち
も
出

題
し
た
Î
ś
が
あ
�
た
と
�
�
て
い
ま

す
︒
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒ 

★
ネ
コ
の
ò
č
が
た
く
さ
ん
で
ƅ
や
さ

れ
ま
し
た
︒︻
匿
名
︼ 

︵
編
２
︶楽
し
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
︒私
も
ƅ
や
さ
れ
ま
す
！ 

★
今
⽉
号
は
猫
の
話
が
多
く
て
嬉
し
か

�
た
で
す
︒う
ち
で
も
猫
を
Ŏ
Ş
ç
�
て

い
る
の
で
Ù
�
が
¦
き
た
ら
�
Ģ
で
Ŭ

İ
し
て
�
:
う
と
話
は
し
ま
す
が
︑い
ざ

�
事
に
な
�
た
り
し
た
ら
気
が
Ņ
Ĺ
し

て
ス
マ
l
は
Ŷ
れ
る
だ
E
う
な
︒︒︒と
思

い
ま
し
た
︒
ま
た
︑
ŵ
く
な
�
た
猫
が
ス

マ
l
Ł
で
﹁
ペ
�
ト
の
お
Ƈ
ĭ
﹂
と
ò
č

が
編
集
さ
れ
て
š
ì
さ
れ
る
と
し
ん
み

り
し
た
気
ê
ち
に
な
る
の
も
¬
�
し
ま

し
た
︒︻
花
中
島
マ
サ
ル
︼ 

︵
編
２
︶
前
号
に
も
あ
り
ま
し
た
が
︑
Ù

�
が
¦
き
た
時
の
ŝ
え
︑ū
ð
的
な
ŝ
え

だ
け
で
な
く
⼼
の
ŝ
え
も
必
要
で
す
ね
︒ 

★
開
発
援
助
に
つ
い
て
と
て
も
Ŭ
か
り

}
く
︑
Ų
®
に
な
り
ま
し
た
︒
⾃
Ŭ
な
り

の
考
え
を
ê
つ
こ
と
も
で
き
た
気
が
し

ま
す
︒︻
⽬
よ
り
上
の
ハ
チ
ワ
レ
︼ 

★
同
僚
の
記
事
で
す
が
︑開
発
援
助
は
,

こ
へ
⾏
く
は
Ų
®
に
な
り
ま
し
た
︒ 
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